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7. 肝機能異常から診断されたサjレコイドーシスの 1 
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症例は25歳男性。昭和55年2月中旬よ歩調力障害及び
全身捲怠惑出現し， 4月中旬建診により，肝機能異常を
指捕され，精密検査の結果， サノレコイドーシスと診新
する。本領jでは， BHL，ツ反誌の陰性化ヲ隈病変，唾液
腺分泌異常， ACE活性の上昇をみ，肝生挨イ象が診断の
決め手となった。プレドニソロンを要用し， B耳Lは不
変であったが，肝機龍検査所見， ACE活性誌豆常化
し， ECGで入院時不完全右脚ブロックを呈していたも
のが消失，肝生検による組織像でも治療前後で明らかに
改善をみた。本例では全身のヲンパ節を触知せず，皮書
病変もみられず，このような症例に遭遇した場合，組織
診断及び治療効果判定に，肝生検は有意義であると考え
る。 
8. 難;毒性進行性む不全を呈した，心内膜下擾塞の 1
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症例は44歳男性。昭和53年6月，安静時狭心痛，呼吸
函難を主訴として来院。 ECG，心臓 RI検査， 心臓カ
テーテ/レ等の検査により，諌13性貫壁性心蕗梗塞が疑わ
れた。 A-Cパイパス，心室嬉切除等の手箭を予定して
いたが，千葉大ータト入読中，心室系自動をおこし，手術延
期となる。当院再入院後，謹々の内科的治療に対して，
抵抗性を示し，心不全が進行。昭和55年10月7司，全身
衰弱識しく死亡。心内膜下梗塞は，臨床的iこ診断がむず
かしく，本例のように，冠動寂硬化出来の虚血による心
肥大，難治性心不全をきたすことも報告されている。最
近，末期のうっ車性心不全に対しでも穫撞的に，外科的
治察を考える方向にあるので，文献考察とあわせて報告
した。 
9. 栃木県北iこおiする血液検診について〈第 2報〉
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本邦で辻種々の形の集団検診がおこなわれているが，
われわれは昭和53年宣より栃木県北生民を対象に卑液設
査による集団検診を範行している。血液検査項目は末積
血，肝機能検査，脂質検査を施行しており，昭和53年度
の許機能設査項目は GOT，GPT，AL-P，MGを選択
し，これらのうちの一項員以上の異常者は対象 1，225名
中138名 (11.3%)であ!J， これらの異常者の精検の結
果， MGの falsepositiveが多く， 54年安辻 MGの
異常暫定基準を 6からlOtこ変更した結果?好機能異常者
は対象1，072名中82名 (7.7%) と減少した。また， 53， 
54年の両年度の成績の検討よ担，昭和55年度はアノレコー
ノレ性肝障害者のスクリーニングを吾的に AL-Pの代り
に r-GTPを用い，昭和54年 4月より 9月までの対象者 
1，130名中103名 (9.1%)に肝機能異常者をみとめ， こ
のうち半数の52名は r-GTPの異常値を示していた。ま
た昭和55年は HDLー コレステロールも測定し，これら
についての検討の成績を報告する。 
10.昭和 54年度における千葉大学学生(西千葉地区)
の事故発生iこ寵する報告
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昭和54年 1月よ予同年12月迄の 1年間に，千葉大学学
生(茜千葉地区〉の外傷を主とする受傷発生のうち，保
健管理センターで診療した症例について検討した。
発生件数は341名で，全学生数の4.2%に相当し，男女
比は 3: 1であった。学年別では 1学年に最も多く，学
部別では教育・工学部で最も多かった。受傷場所は屋外
運動場・実験室・屋内鉢育館が多く，天候別では靖れ，
気温j!Jでは γc以下と 180';_250Cで多かった。?星度・
気圧別では共に上昇と平行してま善加した。暦月別では 4
月--7丹にかけてと， 9月-11月にかけてピークがみら
れた。遅日別では月曜と金曜に，時間別では11時-12時
と15時-16持に多かった。原国では，不注意・衝突・転
倒の蹟に多く，受傷部位では足手が多く共に右が多かっ
た。傷の撞類では打撲症・切蕩・擦過傷・捻挫が主で，
治療では受傷部位の消毒等の外科処置と審法を必要とし
たものが多かった。 
11.地方講院における心篇梗塞の動向(高齢者を中心
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最近5年間の宕J性心筋梗塞87倒について検討した。平
均年齢は，男62.4歳，女73.0歳，全例では65.5歳であっ
た。全例の入院中死亡率は18.4%であった。 49歳以下の
